
 

研究概要 

 私の専門は心理学の中でも応用行動分析学と

いう領域です。応用行動分析学とは，ヒトや動

物の行動獲得のメカニズムを応用し，問題とな

る行動の修正や，またより適応的な行動を形成

するための支援をし，その効果をデータに基づ

き検証するという研究・実践分野です。私は，

学校現場の特に通常学級において見られる，私

語や指示への非従事，授業中の立ち歩きや学習

困難といった問題行動を改善すべく、より適応

的な行動を増やすように環境調整をしていくこ

とで、子どもたちの適応や先生たちの精神的健

康を向上させるための実践を行っています。ま

た，現在は応用行動分析学に基づく実践である

学校規模のポジティブ行動支援（School-wide 

Positive Behavior Support; SWPBS）に取り

組んでいます。 
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研究テーマ

１．学校コンサルテーション 

現在，徳島県の教育委員会と連携して，小学校

の通常学級や特別支援学校でのコンサルテーシ

ョンを行うアドバイザーチームの一員を務めて

います。徳島県では，1 校につき年に 2 回のコン

サルテーションを行い，1 回目のコンサルテーシ

ョンで児童生徒の問題行動についてのアセスメ

ントと支援計画を立て，2 回目のコンサルテーシ

ョンまでにデータを取って，問題行動が改善して

いるかの経過を確認します。2 回目のコンサルテ

ーションでは支援の成果について検討し，必要に

応じて支援計画の内容の修正を提案します。年度

末には事業の成果報告会があり，各学校での実践

的取り組みについてデータを示してポスター発

表会を行い，学校間での情報交換を行います（徳

島県「特別支援まなびの広場」のサイト参照）。 

２．支援員による学校適応支援の効果 

2014 年 9 月より，近畿大学の近隣のこども園

や小学校において，配慮や支援を必要とする子ど

もたちに対する支援活動を行っています。応用行

動分析学を学んでいるゼミの 3 年生，4 年生，大

学院の学生をボランティアの支援員として，各学

校園に 4 名程度ずつ派遣し，それぞれの学生が週

1 回ずつ決まった曜日に支援を行っています。支

援の内容については，毎回支援レポートという形

で報告させ，子どもとの関わり方や支援の仕方に

ついて学生に助言や指導を行い，学校園からの要

請があれば支援対象となっている子どもの様子

や学級の様子を私が見に行き，先生方に直接アド

バイスをするなどしています。大学と地域との連

携プロジェクトとして，また学生の学びの場とし

ても有意義な活動です。 
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３．福祉施設や学校での実践のアドバイス 

小中学校以外にも放課後等デイサービスや高

校の通級指導，また児童自立支援施設などで，社

会性や対人関係に関わるスキルを学ぶソーシャ

ルスキルトレーニング（Social Skills Training; 

SST）を行う上での研修やアドバイザーをしたり、

またSWPBSを学校に導入するための研修やコー

ディネートをしています。これらの実践の一部は

ゼミの研究プロジェクトとして効果検証の作業

などを行っており、4 年生の卒業論文や大学院生

の修士論文としてまとめています。データ収集は，

研究のためという目的だけではなく，行っている

実践がどれほど効果的であるかを常にモニター

しながら，必要に応じてすぐにプログラム内容を

修正するという柔軟な対応ができるようにする

ためでもあります。 

４．公共マナー向上のための介入研究 

ゼミ 3年生と行う研究プロジェクトでは，毎年

公共マナー向上のための介入研究を行っていま

す。扱う具体的な内容は，その年の学生の関心に

よって変動はしますが，これまでに取り組んでき

たテーマとして，キャンパス内の喫煙禁止区域で

の喫煙行動，キャンパス間をつなぐ横断歩道上で

の歩きスマホ，ゴミの分別，授業中の私語，授業

への遅刻，キャンパス内での自転車の安全な走行

等を対象として，介入研究を行ってきました。ま

ずはベースラインとして現状，それらの行動がど

の程度の頻度で見られるのかを観察によりカウ

ントします。その後，ポスターを掲示するなどの

環境調整をして，公共の行動がどう変化するかを

再度観察により確認し，行った介入の効果を検討

します。
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現在の研究活動 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研究（Ｃ）＜平成30年4月～平成33年3月＞ 

『学校規模のポジティブな行動支援の効果的な導入および実践と教員の専門性向上』 

日本ポジティブ行動支援ネットワーク（https://apbsjapan.org/）の理事として、PBSの実践と普

及、研究活動を行っています。 

 

ゼミの宣伝等 

 私のゼミでは，こども園や小学校，福祉施設など，様々な現場で主に子どもを相手にしたボランティ

ア活動にほとんどの学生が従事しています。このような現場での経験は，現場の子どもたちのためにと

いうことはもちろんですが，何よりも学生自身の学びと成長に大きくつながる経験になっていると，こ

こ数年の活動を通して感じています。 


